
初版「心エコー法テクニカルガイド」（HBJ 出版局）を 1992年に出版し
てから早いものでもう 18年になる。1998年に「心エコー法マスターガイ
ド」（診断と治療社）として装いを新たにし，今回「newLearners’ 心エ
コー法テクニカルガイド」として再出発することになった。筆者自身は
この間に一般病院→英国の病院→大学病院→一般病院と勤務先が移り，
心エコー検査に従事する多くの医師，検査技師と出会ってきた。病院に
よって検査手順など多少異なるが，覚えておくべき心エコーの基本は同
じであり，心エコー検査を迅速に学ぶには，簡単な本で必要最低限の知
識を得た上で数多くの検査を経験していくことが一番と確信している。
まずは画面に映し出される心臓の動きを実際に見ることが最良の教科
書になり，心エコーさらには循環器疾患への興味をそそるのである。
初版出版当時，卒後 6年目の自分にとって心エコーは興味深い検査で

あるとともに当然のごとく難しさも感じていた。自身の勉強と心エコー
を習い始めた検査技師の教育のため，ハワイのマウイ島で 5日間にわた
って行われた Echo Hawaii（ACC米国心臓病学会主催心エコー講習会）に
出席するとともに文献を読み漁ってまとめたのが本書の初めであった。
夕方，マウイ島のホテルのベランダでワインを飲みながら，ふと夕日の
下で遠くの海に泳ぐクジラの姿を見つけた興奮を今でも懐かしく思い
出す。現在では心エコーを教える立場になったが，今回の改訂について
も当時の気持ちを忘れずに，あくまでも心エコーを学びたいと思ってい
る若手医師や検査技師に適した実践的入門書になることに意識を注い
だ。本書を読みながら，まずは実際に心エコー検査を行い，心エコーの
面白さを実感した上で，わからない点は成書を読んでいただければと思
う。心エコーは患者の病態を親切に教えてくれる心強いパートナーであ
るが，すべてを教えてくれるわけではなく，問診や聴診，心電図も大事
であり，心エコーを通じて循環器診療全般にさらなる興味をもっていた
だければと思う。
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筆者自身は心エコーの専門家ではなく，今後も若手医師，検査技師と
一緒に勉強しながら，愛娘のように思えるこの本を大切に育てていきた
い。現在勤務している国立病院機構東京医療センターにも毎年 2名ずつ
循環器科後期研修医がやってくる。循環器医を目指そうと（また東京，自
由が丘の生活を楽しもうと？）意気込んで仕事をしている姿をみると，
いつも嬉しく感じる。そんな彼ら彼女らにこの本を捧げたい。

2010年 11月
樅山幸彦
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